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　スケジュール帳やちょっとしたメモでお
世話になるシャープペンシル。お客さんの
前で格好いい筆記具でメモ書きすると「格
好いい私」を演出できてちょっと気分がい
いかもしれません。
　そこで今回紹介するのは、ぺんてるの
「不思議なほど芯が折れないシャープペン
オレンズ」の限定モデル「オレンズメタル
グリップタイプ限定カラー」。超極細の芯
径．㍉と芯を出さないで書くオレンズシ
ステムによって、学生の間からも「きれい
なノートづくりに最適なツール」と好評を
得ているそう。
　今回は限定色としてレッドとブルーを用
意。また、芯径も．㍉と．㍉の２タイプ
となっています。その重厚な光沢と深いつ
やは、まるでスポーツカーのような印象。
塗装もしっかりしているのでタフでスポー

ティーなデザインとなっています。さらに
軽い筆圧で安定した筆記が可能な上、握り
やすく滑りにくいため、書きやすさはお墨
付き。
　価格は１本，円（税別）。補充用替芯．
㍉（本）、．㍉（本）も円（同）
で販売中です。

＊　　　　　＊
◇「不思議なほど芯が折れない
シャープペン」オレンズ（ブラ
ック。．㍉と．㍉）を抽選で
それぞれ２名にプレゼント
　住所、氏名、電話番号を明記
の上、編集部にファクスかウェ
ブからご応募下さい。締め切り
は３月日（火）です。

　新規ビジネス
の立ち上げに携
わり、ことしで
年。５人で始
めた小さな事業
が人規模に成
長しました。
　事業を軌道に
乗せ、大きくす

る過程で、さまざまな経験と多く
の学びがありました。とまってい
る暇はなく、とにかく実行して前
に進めること。実施した施策は必
ず数字で結果を確認し次の仮説を
立てる。このＰＤＣＡを徹底的に
回し、少しずつビジネスは大きく
なっていきました。またこの間、
小学生だった息子たちが高校生に
なりましたが、学校ＰＴＡや少年

野球の世話係、受験など
さまざまなイベントがあ
り、目まぐるしくも充実
した毎日でした。一方、仕事も家
事も人にお願いする部分を多く作
り、月２回は家事サービスを利用
するなど、手抜きをする部分を持
てたことで、仕事もプライベート
も楽しむことができたと思いま
す。
　一方、最近、痛切に感じるのは
ビジネススキルを身に着けること
の大切さです。中でも多くの人を
口頭や文書で説得する際、論理的
思考力やライティングスキルはと
ても大切です。
　職種、年齢に限らず役に立つス
キルですので、ぜひ身に着けてい
ってほしいです。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。

Ａ　新入社員のストレスの要因の第１位に
「自分のパフォーマンス不足」を挙げてい
ることに少し衝撃を受けたよ。Ｂ　自分の
ことは自分が一番よく分かっていると言う

ことですよね。Ｃ　私も就職活動中は、エントリーシー
トを細かく書いて、面接でも「できる自分」を演じてい
たと思う。Ｂ　入社した途端、％の実力を求められて
も無理です。Ｃ　それに、やりたくない仕事ばかりだと

辞めたくなるかもしれない。Ｂ　年近く
働くのだから、自分がやりがいを感じてス
キルを存分に発揮できる会社に行きたいと
思う。Ａ　企業にとっても、せっかく採用し
育てた大切な人材だから手放したくない。
だからこそ、上司と部下がコミュニケーシ
ョンをしっかりとって、希望や要望を共有
しなくてはいけないね。

勤続期間別離職者数

学歴別離職者数（新学卒者）

出典：厚生労働省労働統計要覧（年度）
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　少しずつ春を感じる今日このごろ。春といえば「新たな出会
い」の季節。そう、４月１日に新たな社員が会社に入ってきま
す。迎える側も「どんな人が入ってくるのだろう」と、ちょっ
ぴりドキドキしてしまいますよね。新社会人として夢と希望に
胸を膨らませた新入社員は、前向きに意欲をもってキャリアア
ップしたいと考えています。しかし、道半ばで離職を選択する
人がいるのも事実です。研修でいろいろなことを学び、配属さ
れた部署でせっかく仕事を覚え始めた大切な人材を失うのは企
業にとっても大きな損失です。そこで今回は、離職ゼロを目指
して迎える側にできることを探ってみました。

離職者の年齢別構成比

　日本経済団体連合会と内閣府、文部
科学省は、「夏のリコチャレ～理
工系のお仕事体感しよう～」を開催す
る参加者を募集している。

　同イベントは、企業や大学、学術団
体が主体となって、夏休み期間を利用
して主に女子小中高校生を対象に職場
見学や工場見学、職場体験、実験教室、
女性社員との交流、シンポジウムなど
を行うもの。理工系の仕事を体験した
り働く女性の話を聞くことで理工系へ
の進学を後押しする。
　詳細は、内閣府男女共同参画局推進
課－－、またはメールi.add
anjo@cao.go.jp。

＊リコチャレ　理工系分野に興味がある女
子中高生・女子学生が、将来の自分をしっ
かりイメージして進路選択（チャレンジ）
することを応援するため、　内閣府が中心
となって行っている取り組み。
＊日刊建設通信新聞社は、『リコチャレ応
援団体』『理工系女子応援ネットワーク』
に参加しています。

「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。


